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Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
の
収
益
の
柱
と

位
置
付
け
る
カ
フ
ェ
営
業
の
研 

修
を
三
月
二
十
九
日
、
本
宮
炎 

                  

山
県
郡
八
幡
村
（
現
・
北
広
島

町
八
幡
）
の
野
田
富
示
仁
が
、
一

九
三
二
年
に
撮
影
し
た
熊
南
峰

の
姿
を
留
め
た
写
真
で
あ
る
。

左
か
ら
三
人
目
、
猪
口
を
手
に

し
た
背
広
の
男
性
で
、
い
つ
も

は
撮
る
側
の
南
峰
の
写
真
は
少 

    

      
 

    

理
事
長
や
井
上
嵩
裕
隊
員
、
カ

フ
ェ
を
担
当
す
る
小
早
川
智
里

さ
ん
ら
が
、
尾
道
市
の
宇
治
園

製
茶
の
「
日
本
茶
ば
～
Ｕ
Ｊ
Ｉ
」

で
受
け
た
。
お
茶
の
起
源
や
種

類
の
説
明
を
聞
き
、
抹
茶
や
ラ

テ
づ
く
り
な
ど
の
実
践
や
Ｌ
Ｏ

Ｕ
Ｐ
Ｅ
で
実
際
に
提
供
す
る
メ

ニ
ュ
ー
を
作
っ
た
。
同
社
の
溝

口
義
輝
社
長
は
「
日
本
茶
と
三

段
峡
を
訪
れ
た
人
と
が
つ
な
が

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し

い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。
昼
食 

用
の
見
浦
牛
セ
イ
ロ
や
各
種
コ

ー 

               

 

     

     

ー
ヒ
ー
、
プ
リ
ン
な
ど
の
メ
ニ

ュ
ー
開
発
に
も
取
り
組
ん
だ
。 

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
の
展
示
で
は
、

観
賞
魚
の
水
質
管
理
を
手
掛
け

る
廿
日
市
市
の
ア
ロ
ヒ
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ス
タ
ジ
オ
の
協
力
で
、
二

十
六
の
水
槽
が
設
置
さ
れ
た
。

魚
類
や
両
生
類
が
種
類
別
の
展

示
に
な
り
、
明
る
く
観
察
し
や

す
く
な
っ
た
。 

 

今
年
か
ら
毎
月
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
企
画
展
示
を
予
定
し
て

い
る
。
四
月
は
広
大
さ
ん
け
ん

部
が
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

を
テ
ー
マ
に
、
三
段
峡
で
の
調 

査
結
果
や
生
態
を
解
説
す
る
。 

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
の
営
業
は
四
月

六
日
か
ら
（
水
・
木
休
館
）。
カ

フ
ェ
は
土
・
日
・
祝
の
営
業
。 

    

な
く
、
貴
重
な
一
枚
。
三
段
峡

へ
入
峡
し
て
十
五
年
が
経
ち
、

五
十
五
歳
に
な
っ
て
い
た
。 

 

野
田
家
の
倉
に
眠
っ
て
い
た

ガ
ラ
ス
乾
板
写
真
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
、
写
真
集
「
芸
北
、
カ
メ
ラ

が
語
る
昭
和
初
期
」
の
編
集
に

携
わ
っ
た
紺
野
昇
さ
ん
を
二
〇

一
九
年
、
さ
ん
け
ん
メ
ン
バ
ー 

 

                

さ
ん
け
ん
は
今
年
二
月
か
ら

四
月
上
旬
ま
で
、
広
島
県
立
叡

啓
大
学
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン

学
科
二
年
生
の
綿
崎
真
由
さ
ん

を
初
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て

受
け
入
れ
た
。
環
境
団
体
の
活

動
体
験
が
目
的
で
、
三
段
峡
や

さ
ん
け
ん
に
つ
い
て
学
び
、
オ 

    

が
訪
ね
た
。
そ
の
際
、
未
掲
載
写

真
の
う
ち
三
点
に
南
峰
が
写
っ

て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
。 

 

い
ず
れ
も
三
二
年
十
月
末
、

広
島
県
学
務
部
が
三
段
峡
葭
ケ

原
の
羽
田
山
荘
で
開
い
た
「
三

段
峡
開
発
座
談
会
」
に
出
席
し

た
後
の
写
真
だ
と
思
わ
れ
る
。

撮
影
場
所
は
同
村
の
ど
こ
か

で
、 

    

 

           

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
調
査
や

「
あ
き
お
お
た
の
楽
し
い
１
０

０
人
」
の
運
営
な
ど
に
携
わ
っ

た
。
活
動
日
数
は
十
一
日
。
綿

崎
さ
ん
は
「
さ
ん
け
ん
に
集
ま

る
人
の
多
様
性
と
楽
し
そ
う
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
衝
撃
を
受
け

た
」
と
振
り
返
っ
て
い
た
。 

    

で
、
地
元
の
親
し
い
人
と
の
交

流
を
撮
影
し
た
の
だ
ろ
う
。 

三
段
峡
は
そ
の
七
年
前
、
名

勝
指
定
を
受
け
、
道
や
施
設
な

ど
が
整
い
、
戦
前
の
賑
わ
い
の

ピ
ー
ク
に
な
っ
た
。
座
談
会
で

は
「
猿
飛
の
小
舟
で
は
客
が
捌

け
な
い
の
が
課
題
」
と
さ
れ
る

ほ
ど
だ
っ
た
。 

（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

   

深
入
山
か
ら
水
梨
口
へ
の
道

路
で
今
冬
、
崖
崩
れ
が
発
生
し

通
行
止
め
に
な
っ
た
。
復
旧
に

は
長
期
間
が
予
想
さ
れ
、
開
通

時
期
は
未
定
。
横
川
口
と
餅
ノ

ー 

                                 

木
口
か
ら
の
ル
ー
ト
も
不
通
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
人
気
が
高

い
猿
飛
・
二
段
滝
、
三
段
滝
へ
は

正
面
口
か
ら
し
か
行
か
れ
な

い
。
距
離
が
長
く
観
光
客
の
大

幅
減
が
避
け
ら
れ
な
い
。
渡
船
、

駐
車
場
収
入
が
見
込
め
ず
、
ト

イ
レ
管
理
に
も
支
障
が
あ
る
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

の
花
見
を
楽
し
め
る
可
能
性
も

あ
る
。
同
時
開
花
の
要
因
が
秋
冬

の
暖
か
さ
で
、
「
花
芽
の
目
覚
め

が
悪
く
な
り
、
開
花
が
遅
れ
る
た

め
」
と
聞
く
と
複
雑
で
は
あ
る
。 

    

▼
同
時
開
花 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

今
年
の
安
芸
太
田
町
内
の
桜
は

瀬
戸
内
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
四

月
に
入
る
と
と
も
に
一
気
に
開
花 

 

一口メモ 

し
た
。
町
内
で
は
一
週
間
か
ら

場
所
に
よ
っ
て
は
十
日
ほ
ど
遅

れ
て
満
開
に
な
る
の
が
常
で
あ

る
。
沿
岸
部
の
人
は
三
段
峡
内

の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
、
二
度
目
の

１ 

    

地
元
民
と
交
流
す
る
南
峰 

貴
重
な
一
枚 

（１７） 

 

 

  広大さんけん部で活躍したメンバーが、昨 

年に続き今年は 4 人が実社会へ羽ばたいた。 

さんけんでの活動が貴重な経験になっている。 

  

  おおおおおおおおおおおおおおおおお 

       

       

       

       

 

 

 

 

 

 

 

 

羽ばたく  広大さんけん部

員 

加藤陽菜さん（福岡県庁行政職員、

2023 年 3 月卒業）オオサンショウウ

オの調査や展示資料作成に参加。講

義にはない地域資源の活用、市民団

体の活動を実体験できました。 

 

 

 

大崎壮巳さん（日本学術振興会特別研

究員・早稲田大学次席研究員）2019年

から参加し、広大さんけん部を設立。

22 年には理事就任、人脈を広げ、組

織運営のノウハウも学びました。 

 

 

 

宮田優大さん（農林水産省）広島大

の「元気応援プロジェクト」代表と

してＬＯＵＰＥの前身となる展示

を作成。住民と協力して狩猟も。地

域の魅力と課題に気付きました。 

平野和己さん（沖縄美ら島財団動物

系職員）水族館の飼育担当です。専

門分野は両生類。オオサンショウ

ウオを調べたくて入部。ＬＯＵＰ

Ｅの展示方法で助言しました。 

南葉錬志郎さん（ＮＰＯ法人河北潟

湖沼研究所職員）初代広大さんけん

部長。得意の生物写真を活かし「原

色広島三段峡図鑑」を制作。ＬＯＵ

ＰＥの展示責任者を務めました。

た。 

カ
フ
ェ
営
業
の
研
修
や
メ
ニ
ュ
ー
開
発 

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ 
水
槽
一
新
、
毎
月
の
企
画
展
予
定 

 

四
月
か
ら
の
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
オ
ー
プ
ン
を
控
え
、
カ
フ

ェ
営
業
の
研
修
や
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、
水
槽
設
備
の
充

実
、
広
大
さ
ん
け
ん
部
に
よ
る
企
画
展
示
の
準
備
な
ど

が
、
さ
ん
け
ん
会
員
ら
の
協
力
で
進
ん
だ
。 

    

初
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
受
け
入
れ 

叡
啓
大
・綿
崎
さ
ん 

環
境
団
体
の
活
動
体
験 

水
梨
口
道
路
通
行
止
め 

観
光
へ
影
響
深
刻 

 

ド
コ
モ
市
民
活
動
団
体
助
成
事
業
の
中
間
発
表

会
が
三
月
三
日
、
五
十
二
団
体
が
参
加
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
か
れ
た
。
四
団
体
が
発
表
し
、
さ
ん
け
ん

は
人
材
育
成
事
業
を
報
告
し
た
。 

 

同
事
業
の
川
本
秀
人
選
考
委
員
長
は
、
未
就
学
児

か
ら
大
学
生
ま
で
が
活
動
す
る
仕
組
み
を
評
価
し
、

持
続
性
を
高
め
る
た
め
に
市
民
が
関
わ
れ
る
よ
う
、

寄
付
を
募
る
方
法
を
提
案
し
た
。 

 

広
大
さ
ん
け
ん
部
は
部
員
が
就
職
す
る
な
ど
、
人

材
育
成
が
成
果
を
生
み
つ
つ
あ
る
。
本
宮
炎
理
事
長

は
「
さ
ん
け
ん
に
関
わ
っ
た
若
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
組
織
し
た
い
」
と
話
し
、
意
欲
を
み
せ
た
。 

  

ドコモの助成事業中間発表会 

幅広い人材育成 評価 
 

溝口社長から抹茶の点て方の指導
を受ける小早川さん（左） 


